


















































た「一般教育 general education」 が、 本来目
指していた「教養教育」の理念に対する考慮な
学士課程教育機構設立10年に寄せて











































































































































































































従来から、FD 委員会によって、 3 年ほどの
スパンで達成すべき FD 目標を掲げ、取り組む
ことが行われてきていた。それに加えて、「教
育学習支援センター」が応募した「大学教育再
生加速プログラム」が、文部科学省の「AP 事
業」として採択され、2014-2019年の 6 年間実
施されたことは、大きな推進力となった 7 。同
プログラムでは、高度な研修の実施を通じて、
教員の「相互評価」文化を根付かせることと、
質の高いアクティヴ・ラーニングの実現・学習
成果の可視化が目指された。本事業の最終評価
で、高い評価を受けることが出来たとも聞いて
おり、また、各学部において学期ごとのアセス
メント科目を振り返っての「質問会議（同僚会
議）」が根付きつつあるのも、大いなる成果と
言える。
④　共通科目を通じた教養教育の充実
まず、共通科目の領域を整理して、従来の人
文・社会・自然・健康体育の各分野に加えて、
必要な科目群を設定した。「大学科目群（自校
史を含めた建学の精神の学び）」「大学での学び
の基礎を形成する基礎科目群（特に学術文章作
法の必修化や、コンピューターリテラシーのス
タンダード化等）」の充実がそれにあたる。さ
7 　大学教育再生加速プログラム（AP事業）https://www.soka.ac.jp/ap/overview
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らに「第 2 外国語科目のスタンダード化」にも
注力した。構想の段階では、この機構に文章作
法に関する分野、数学並びにコンピューター教
育の分野、自然科学分野、社会科学分野、人文
科学分野の提供科目を、各領域ごとに俯瞰的・
総合的に検討する専任教員の配置を想定してい
た。しかし、教員の採用枠を増やすということ
は、大学の経営に大きく影響する問題であり、
なかなか、簡単にはいかなかった。特に、看護・
国際教養という新設学部による教員の大幅な増
加が予定される中では、至難の業と言わざるを
えなかった。そのため、場合によっては非常勤
講師の方にコーディネーターのような役割をお
願いするケースもあった。
以上、設置段階での基本構想を振り返ってみ
たが、一部10年を経過しての評価のような記述
も交えてしまったことは、ご容赦をいただきた
い。
4 ．学士課程教育機構への期待─真の教養
教育の担い手としての使命─
学士課程教育機構発足から10年を経て、創価
大学の教育改善に大きな貢献を果たしてきてい
ることは、間違いない。特に、2020年度のコロ
ナ感染拡大の最中にあって、リモートによる授
業への転換を余儀なくされた時にも、効果的な
オンライン授業の構築へ向けた FD 活動を活発
に展開して支援をすることが出来た。それ以外
にも、設置当初構想した基本的な活動は、大き
な成果を収めつつあると思う。その中で唯一、
「教養教育」という問題に関してのみ、私の考
えるところを述べさせていただき、同機構のさ
らなる発展への期待とさせていただく。
まず、機構発足時には、「真の教養」を身に
つけることを目指して、すでに「創価コアプロ
グラム」というものが単位履修制度としてあっ
た。幅広い知識を修得するために、学生個々の
所属学部の学問領域以外の 2 つの分野からそれ
ぞれ 8 単位（共通科目、専門科目の区別を問わ
ず）を修得することを卒業要件とするものであ
った。このことに関して、機構設置当時の自分
自身が書いたものを振り返ってみると、「『コア
プログラム』の理念を実現していくために、継
続的に取り組んでいるのは、『授業のスタンダ
ード化』である。学生に幅広い教養を身につけ
させるために、共通科目は、基礎教養的な科目
を中心に開講し、極端に専門性の高い科目、ト
ピックス的事例を中心的に扱う科目は提供して
いない。また、同一科目を複数の教員で担当す
る場合は、授業内容（シラバス）を共通化し、
かつ使用する教科書を統一することで、学生が
学ぶ内容の均一化や体系化を進め、提供する授
業の質保証を図ってきている」8 と述べている。
今読み返すと、「教養」ということを、知識の
修得と同義とする誤解を免れない表現と言え、
汗顔の至りである。もちろん、人文・社会・自
然科学の各学問の方法論を学び、自身の専門研
究の視野を広げるという意味では、そうした学
際的な学習が有効であることは間違いない。し
かし、単なる「学際的」学習で、「教養」が身
につくものではないことも事実である。
創立者は、1973年当時の講演で、オルテガの
『大学の使命』 の一説を引かれて、 教養とは、
人間としての生き方に明確な指針を示すもので
なければならないと論じている。「今日『一般
教養』と呼んでいるものは、中世におけるそれ
とは異なっている。中世のそれは、けっして精
神の装飾品でも、品性の訓練でもなかった。そ
うではなくて、当時の人間が有していたところ
の、 世界と人類に関する諸理念の体系であっ
た。したがってそれは、彼らの生存を実際に導
くところの確信のレパートリーであった」9 と。
また、最近公刊された『熊楠　生命と霊性』10
という一書には、大きな感銘を受けた。同書は、
8 　前掲寺西論考 P.20 
9 　オルテガ・イ・ガゼット『大学の使命』井上正訳、玉川大学出版部、1996年 P.22
10　安藤礼二『熊楠　生命と霊性』河出書房新社2020年12月
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明治・大正期の日本における生物学の先駆的研
究者であった南方熊楠の「生命の起源」に対す
る探求を思想遍歴的に跡付けようとする試みの
書である。熊楠はロンドン滞在中に交流を持っ
た真言宗僧侶土宜法龍（後の真言宗法主）によ
って仏教思想の影響を深く受けることとなる。
当時は、ヨーロッパの仏教学界で、出土文献の
丹念な研究に基づく大乗非仏説論が起こってい
た時代であった。それに対して、土宜ら日本仏
教者は、「如来蔵」論に依拠して、反論を展開
していた。 すなわち、「空」 は「消滅のゼロ」
ではなく、「森羅万象あらゆるものの母胎とな
るゼロ」であり、さらには「如来蔵としてのア
ーラヤ識」が生命の根底に存在するとする考え
方である。熊楠は、この仏教思想に影響を受け
て生命の原型としての「粘菌（変形菌）」に注
目するようになる。「粘菌（変形菌）」は、シダ
やコケのように胞子を作るため植物のようにも
見え、またアメーバのように動き回るため、動
物のようでもある。動物であるアメーバの時は
単細胞で生物の原形体として存在し、原形体に
秘められた潜在性が動き出すと多様な植物とし
て発現する。この多様な生態を繰り返す「粘菌」
に熊楠は「生きて活動する『曼荼羅』の姿を見
出した」のである。そして、それは人間の潜在
意識のあり方と等しいとも考えた。この生命の
起源を探求する熊楠の思想遍歴は、今日ともす
れば、事実に基づく分析的手法こそが科学とす
る帰納法的思考に陥りかねない学問のあり方に
警鐘を発するものと思えてならなかった。 ま
た、自然法則を超える「霊性」を語る宗教・人
文科学にも、自然科学との交流の重要性を訴え
かけるものでもある。
学術研究面での、 こうした異領域間での交
流、というよりは火花を散らすが如き打ち合い
は、従前よりその重要性が認識されてはいる。
しかし、専門性の高い研究者レベルに限定され
ることなく、学士課程教育においても、必要で
あると考える。「分析」と「統合」の両輪こそ
が学習である。創価大学の建学の理念として、
創立者は第一に「人間教育の最高学府たれ」と
掲げられた。創立者の言われる「人間教育」の
根底には、自身が恩師戸田城聖から受けた、学
問万般にわたる真の「教養教育」がある。全て
の学問を人生という舞台の上に活かす個人教授
であったと、創立者は述懐している。願わくば、
創価大学で、創立者の言うところの「あらゆる
学問も、理性、感情、欲望、衝動等も統合し、
正しく位置付けた、 新しい人間復興の哲学」11
に基づく真の「教養教育」が探求されんことを。
「価値の創造」は、「分断」からではなく、「統合」
「融合」から生まれることを強く意識して、学
士課程教育機構が、今後ともそのシナジー効果
をもたらす働きをされんことを期待する。
11　 創価大学創価教育研究所編『創立の精神を学ぶ』（改訂版）2014年 P.205
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